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国土交通省中部地方整備局・水資源機構中部支社への    

長良川河口堰開門調査に係る質問事項 

  
質問の趣旨 
長良川河口堰の開門調査は、長良川河口堰の最適運用方法を探るための調査であり、塩

害や利水への被害を防止しつつ、環境改善効果を調査するために、堰上流に塩水を入れる

運用を一時的に行うことを目的としている。そこで、長良川河口堰の開門調査実施の条件

を検討するという観点から、次の質問を行うこととする。 

 

１．治水・塩害 
 
国土交通省中部地方整備局及び水資源機構中部支社（以下「中部地整」という。）の説明

によれば、①河口堰建設前は平均河床高から 15km 付近に存在するマウンドが塩水の遡上

を妨げているが、②洪水対策として河床を掘削してマウンドを無くすと約 30km 付近まで

塩水が遡上するおそれがあるという理由で、河口堰を建設したとされている。これを根拠

に、現在も、③河口堰を開門すると約 30km 付近まで塩水が遡上し、被害が生じるおそれ

があるとしている。これに関連して次の質問を行うこととする。 
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